
措  荘  

異型クロイツ  
フェルト・ヤコ  

ブ病   

ト …  
t  

パルボウイル  6070ヰに同じ  Thromb Haemost  

2004：92：838－845  

60704に同じ  Guidance for  
Lndus叫（DRAFT  

GUtDANCE）  
FDA／CBER  
August 2008 

肝腋2008：47： 384－391  

60704に同じ  

異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病  

60了04に同じ  Future Vjro12006：  

1：659－674  

テセロイキン（遺伝子細換え）  
インターフェロン ガンマーIa（遺伝子相換  

え）  

人血清アル ブミン  

ヒト血液  
マウスPrP遺伝子の置換によってヒトまたはウシのコドン  
129遺伝子型（MM、MV、∨∨）のPrP蛋白を発現するマウス  
を作製し、BSE又はvcJDを接種し、疾患の臨床的及び病  
理学的な徴侯を評価した。その緒果、BSEはウシの系に  
は感染したが、ヒトの系には感染しなかった。対照的に、  
vCJDはヒトの3つの系全てに感染したが、各々の遺伝型  
で病理学的特徴、感染効率が異なった。MMは感染効率  
が高く、病理学的特徴および臨床症状が早く発現した。  
∨∨は感染効率が最も低く、発現までの期間が長かった。   

塩野義製  
薬  

2008／11／22  Lancet Neurol 

2008：5：393－398  
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烏インフルエン ザ  
戸roM已D－ mai120060623．1743  

WHOは、H5Nlトリインフルエンサワイ  

－ヒ卜伝播が5月にインドネシアの家族で起こったと発表し  

た。しかし、疾病の拡大に大きな変化を及ぼすものではな  
いとしている。ウイルスの変異は見られたが、ヒトの間で  
の伝播を容易にするものではなかった。  

HT」V3型は最近同定された新規のウイルスである。  
HTLV－3感染者由来の非培養末梢血リンパ球を用いた  

PCR法に基づくゲノム解析により、初めて完全なHTLV－3  
配列を明らか．＝した。HTLV－3（2026N）ゲノムは8917bp  
で、HTLV－1とHTLV－2とは共l＝約62％、STLV－3とは87r 92％の配列同 

一性を共有した。系統発生分析ではSTしV－3  
に属し、霊長類起源であることが示唆された。  

JViro12006：80：  

7427－7438  

製造工程  
ウシ乳  オーストラリ  

ア、ニュー  
ジーランド  

2005年にTexasで、また2006年にAlabamaで発見された  
8SE陽性ウシは、フランスで見られるBSE異型株と同一で  
あることをフランスの研究者が明らかにしたことを受け、  
米国USDAはこれら2頭のBSEはヨーロッパの少数例に見  
られる稀な株であることを認めた。USDAはそれまで詳細  
を明らかにすることを拒否してきた。USDAは、このことに  
より米国でこれまで実施されているサーベイランス、疾病  
対策、公衆衛生対策が変更されることはないと述べてい  
る。  

60710に同じ  

テセロイキン（遺伝子組換え）  
インターフェロン ガンマーIa（遺伝子租換  

え）  

カザミノ酸  塩野義製 薬  ProMED－mai1  

20060（iOl．1525  

ProMED－mai】  

20060607．1588  

32812006／11／22  

テセロイキン（遺伝子租換え）  
インターフェロン ガンマーIa（遺伝子租換  

え）  

製造工程  
パクトトリプト  
ン  

ウシ乳  
塩野義製 薬  

オーストラリ  
ア、ニュー  
ジーランド、  

アメリカ  

アメリカ、カ  

ナダ  

32引 2008／11／22  ProMED－m∂i1  

20060601．1525  

ProMED－mai1  

20060607．1588  

塩野義製 薬  
テセロイキン（遺伝子組換え）  
インターフェロン ガンマーIa（遺伝子租換  

え）  

パンクレアテ  
ン  

ブタ障臓  製造工程  レトロウイルス  
ランゲルハンス島移植のために使われるAN69中空ファイ  
／ト煤がブタ内因性レトロウイルス（PERV）の移行を防  
ぎ、PERV感染リスクを減らすかを調べた。PERV源として  
PK15細胞を用いたいヒト∪293細胞を、カプセル封入  
PK15細胞（第1群）、カプセル封入PK15上溝濃縮（第2  
群）、またはPK15上溝濃縮（対照群）とともにInvh℃でイン  
キュベー卜した。第2群ではヒト細胞は全く感染しなかっ  

た。第1群では11検体中10検体は感染しなかったが、1検  
体は感染した。   

33012006／11／22  Cell Transplant 
2005：14二749－756  
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■・ゝ                                    措蜃  

ー‾5前  2006／11／22  60713  ノ／くルテイ  バシリキシ  ／くジリキシマブ（遺伝子組換え）  

スファーマ  マフ（遺伝子  

2008／11／22  60714    バシリキシマフ（遺伝子細換え）   

絹換え）   

無  無  無  
ヒト血清アル  
ブミン   

333  200t5／11／22  60T15  ノ／りレテイ  ウシ胎児血  
スファーマ   清   

334  2006／11／22  60716  ノ／くルテイ  ウシインスリ  

スファーマ   ン   物   カナダ   

335  2006／11／22  60717  ノ／くルテイ  ヒトトランス  
スファーマ   フェリン   

336  2006／11／24  60718  ソエンザイ  フロニダー  有効成分  無  無  無  
ム・ジャバ  ゼ（遺伝子組  
ン   換え）   巣細胞  

337  2006／＝／24  60719  ソエンザイ  ウソ胎児血  
ム・ジャバ  

ご土 ／R   ダ、メキシコ   
ン   
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ウイルス感染  JMed Vir（）i2C〉06；  
78：693－701  

蒋i羊起源のVesivims懸巣かと卜でどの程度広がっている  

かを調べた。供血基準をクリアした供血者群、ALT値が高  
いため供血不可であった供血者群、非A－G肝炎患者群、  
および輸血または透析に関連した肝炎患者群由来の血  
清をVesjvimsに対する抗体ならびにゲノムについて検査  
した。Vesivirusビリオンに対する血清陽性は、各々、12％．  

21％．29％，47％であった。RT－PCRの結果、SMSVVesivirus  
などとの関連性が示された。感染がヒトに広くみられるこ  
とが明らかになった。  

抗日Bs人免 疫グロブリン  

ヒト血液  米国  有効成分  第80回 日本感染  
症学会総会・学術  
講演会  

日本におけるヒトポカウイルス（HBoV）検出状況を調査し  
た。2002年10月～2003年9月、2005年1月～7月の2シー  
ズンに、小児下気道感染症患者318例から採取した鼻咽  
頭スワブより抽出したDNAをPCRし、塩基配列を決定し  
た。318例中18例（5．7％）でHBoVが検出され、検出された患  

者の年齢は7ケ月から3歳で、検出月は1月から5月に集中  
していた。H日0Vは様々な呼吸器感染症の原因ウイルス  
になっていると推定された。  

カナダ公衆簡生局は最近4例のカナダ人旅行者でテクン  
グンヤ感染が原因と思われる疾患を確認した。これらの  
愚書はレユニオン島などへ旅行し、2月から3月の初めに  
発症した。ヨーロッパでも帰国者による輸入例が報告され  
ている。インド洋南西諸島で2005年3月から2006年4月22  
日までの間に公式に報告されたチクンケンヤ感染例は  
3877例であるが、実際には255000例に達すると思われ  
る。インドでは2005年12月以来、テクンケンヤウイルスの  
アウトブレイクが報告され、2006年4月20日現在、153324  
例に達する。  

HealthAgencyof  

Canada2006年5月  

カナダPublic   26日  

異型クロイツ  
フェルトーヤコ  

ブ病  

古典的CJDの潜伏期間は38．5年であり、VCJDの潜伏期  
間も非常に長いことが示唆されている。また、未確認では  
あるが恐らくかなりの数の血液ドナーが、欧州における  
BSE激増中にフランスで感染した可能性がある。これらの  
ことから、FDAは1980年以降フランスで血液又は血液成  
分の輸血を受けた着からの供血を無期限に停止するとい  
う予防策の導入をガイダンス案として発表した。  

Guidance for  
（ndustry（DRAFT  

GUIDANCE）  
FDA／CBER  
August 2006 

化学及血  
清療法研  
究所  

乾燥ペプシン処理人免疫グロブリン  ペプシン処  
理人免疫グ  
ロブリンG分  

屑  

ヒト血液  日本  
有効成分  第80回 日本感染  

症学会総会・学術  
講演会  

60722に同じ   200（∋／11／27  
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東レ  
インターフェ  
ロン ベータ  

2006／11／29  

日本  添加物  ヒト血液  
人血清アル  
ブミン  

346t 2006／11／29  

オランダ、ド  
イツ、ベル  
ギー、ルク  
センブルグ  

添加物  乳糖  
ウシ乳  

東レ  
34712006／11／29  

製造工程  
オーストラリ  

ア、ニュー  
ジーランド  

ウシ血清  ウシ血液  
東レ  

インターフェロン  34812006／11／29  

アメリカ合衆 国、カナダ  
製造工程  東レ  

インターフェロン  349】2006／11／29  

アメリカ  添加物  人血清アル  
ブミン  

ヒト血液  
【HV－8感染  2000年12月から2001年10月に輔血を受けたウガンダの  

Kampalaの患者1811例のうち、輸血前にヒトヘルペスウイ  
ルス8型（HHV－8）血清陰性であった患者991例について  
追跡調査を行った。そのうち43％（425例）にHHV－8血清陽  
性血が輸血された。991例中41例にHHV－8セロコンバー  
ジョンが起こったが、セロコンバージョンのリスクは陽性血  
を輸血された患者の方が陰性血を輸血された患者より有  
意に高かった。   

35012008／11／29  N EnglJMed2006：  
355：1331－1338  

大塚製薬  
インターフェロン ガンマーn】  ウシ胎仔血  

：土 ／日  

ウシ血液  アメリカ、  
オーストラリ  
ア、ニュー  
ジーランド  

製造工程  
35112006／11／29  

アメリカ  有効成分  インターフェロン ガンマーnl  インターフェ  
ロン ガンマ  
ーnl  

ヒトミエロモノ サイト細胞株  

大塚製薬  
35212006／11／29  
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コ内炎：報告日－2086年白月ほ百、  精製下垂休性性腺刺激ホルモン  セローノ・ ジャパン   0【E Disease  

【nfomation19（34）  

2006年8月24日  
病因の同定一水癌性口内炎ウイルス血清聖New  
Jersey、アウトブレイクの初回確定日－2006年8月17日、  
アウトブレイクの開始日－2008年8月13日、アウトブレイク  
の詳細一Wyoming州．Natrona郡の農場における1件（ア  
ウトブレイクの開始日2006年8月13日）：ウマにおいて疑い  
例30例．症例1例，ウシにおいて疑い例25例。  

ウシ膿ほう性  
口内炎ウイル  
ス感染  

0IE Disease  
Infon¶眉tion19（37）  

2008年9月14日  

米国における水癌性口内炎Follow－UPrePOrtNo．3：今回  
報告緯了日－2006年9月11日、病因の同定一水癌性口  
内炎ウイルス血清型NewJersey、アウトブレイクの初回  
確定日－2006年8月17日、アウトブレイクの開始日－2006  
年8月13日、最後のfollo〉∨－UPrePOrt報告以降，新規アウ  
トブレイクは報告されていない。  

ウシ膿ほう性  
口内炎ウイル  
ス感染  

OIE Disease  
【nfon¶ation19（38）  

2006年9月21日  

米国における水癌性口内炎－Follow－uPrePO止No．4：今  
回報告終了日－2006年9月19日、病国の同定一水癌性  
口内炎ウイルス血清型NewJersey、アウトブレイクの初  
回確定日－2006年8月17日、アウトブレイクの開始日－  
2006年8月13日、新規アウトブレイクーWyoming州．  
Convers8郡などの農動こおける3件（アウトブレイクの開  
始日2006年8月30日～2006年9月8日）：ウマにおいて疑い  
例8例．症例3例，ウシにおいて疑い例400例．症例5例。  

米国における水癌性口内炎－Follow－UPrePOrlNo．5：今  
回報告終了日－2006年9月26日、病因の同定一水癌性  
口内炎ウイルス血清型NewJersey、アウトブレイクの初  
回確定日－2006年8月り日、アウトブレイクの開始日－  
2006年8月13日、新規アウトブレイクーWyoming州．  
Converse郡の農場（アウトブレイクの開始日2006年9月10  
日）：ウシにおいて疑い例60例．症例1例。  

米国ミネソタ州Kittson郡のウシの群で、2006年6月10日  
～11日に、雌ウシ5頸および雄ウシ1頸が死亡しているの  
が発見された。血液サンプルが収集され．炭痕に陽性で  
あったことが確定した。2008年6月15日現在、合計6例が  
死亡した。  

OIE Disease  
lnfomation19（39）  

2008年9月28日  

炭痕  
ProMED－ mai120060615．1665  

虎痕  
米国No†廿IDakot州Emmons郡においてウシ2例が炭痕で  
死亡した。同州において2008年で初の症例である。   

ProMED－  

maiほ0080826，1775  
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mai120060707．1868  
肯してから．新たに9施設において家畜の死因として炭癒  

I I 

が確認された。この9施設で動物糾例が死亡し，計31例の  
死亡となった。7施設はK祇son郡にあり．ウマおよびバッ  
ファローにおいて炭症が確揺された。残り2施設はWoods  
郡であり．Woods郡のLakeの家畜において初めT辞掃き  

l  l   l  l   l   l   l  l  l  l  l   l   l   

ProMED－ mai120060726．2057  米国Texas州で、Va＝／erde郡のシ九およぴCrockett郡の  
ウシにおいて炭痕が確定された。  

ProMED－ m扇120080724．2044  米国SouthDakota州の家畜に再び炭癒が発生している。  
Hyde郡のワクチン枠種を受けていないウシの集団（最初  
に死亡した5例を含む約100例）における炭癒が報告さ  
れ．2006年7月24日に州獣医診断研究所は診断を確定し  
た。  

米国Minne＄Ota州は87年間で最悪の家畜の虎痕のアウト  
ブレイクに取り組んでいる。2006年6月中旬から．  
Minnesot8州北西部の23の患動こおいて，家畜68頭が死  
亡した。死亡した家畜の多くはウシであったが．／くイソン5  

例およぴウマ6伊lも死亡した。この最近のアウトブレイクは  
Kittson，Roseau．RedLakeおよぴLakeoftheWoods郡に  
限定されている。カナダも炭瘡のアウトブレイクを報告して  
いる。  

米国SouthDakota州のr）シの群において．2006年で2例  
日の炭痕症例が確認されたLincotn郡において最近炭痕  
が発見され、ワクチン禾接種の51頭のウシの群の3頭が  
死亡した。2005年に500例を超えるウシノくイソン，シカが  
SouthDako也で炭瘍により死亡した。  

米国Minnesota州で、炭正による死亡が確認された施設  
がさらに2つ追加された。これらはMarshau郡およぴPolk郡  
にある。炭癒が原因の死亡の最新報告は2006年7月25日  
の肉牛における炭痕である。  

‾顔面■…●‾…■‾  ProMED－  

mai120060721．2010  

ProMEDT  

maiほ0060817．2300  

ProMED－  

mai120060811．2256  

腹症  米国Texas州で、2006年9月18日に．Texa＄Departmentof  ProMED－  

mai120060921．2699  HealthServicesは獣医公衆衛生担当官らに．Texas  
VeterinarYMedicalDiagnosticLaboratorY（TVMFL）（＝より  
Khney郡の4才のウシで炭癒の診断が確定されたことに  
ついて注意喚起を行った。   
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CanadianFoodlnspectionAgency（CFLA）は，最近10  ProMED－  

mai120060706．1858  で炭痕が疑われるウシの死亡76頭を報告した。検査で3  
例が陽性症例と確長された。洪水で土壌の細菌に暴露し  
たことが炭痕のアウトブレイクの原因と考えられる。  

カナダChaplin地域の農場lこおいてウシ3例が炭痕で死亡  
しているとCanadianFood［nspectionAgencyが2006年7月  
21日に述べた。この夏、炭癌はSaskatchewanで既に発  
生しており、7月21日現在50の農場で216頭の動物が死亡  
している。  

カナダSaskatchewanで動物の炭痕による死亡は779矧こ  
達した（先週53頭が死亡）。先週5つの牧場施設における  
感染が新たに報告された。  

カナダS8Skatchewanにおいて153施設で炭瘍が確認され  
た。これら施設における動物（ウシウマ．ブタ，ヒツジノく  

イソン，シ九ヤギ）の死亡は783件である。Manitob8にお  
いては変更ない。  

CanadianFoodInspectionAgencyは．2006年4月16日に  
確認されたBritishColumbia州のウシにおけるBSE症例に  
ついての調査を終了した。特定の感染源は発見されてい  
ないが，調査員らは．種々の原料を運んだり、受け取った  
乗り物および道具がBSEの病原因子によリウシの飼料を  
汚染した可能性があると決定した。この症例とカナダにお  
ける4例目のBSEの動物への飼料の原料供給業者が共  
通していることも確認された。  

カナダManitob∂の食用の成牛1例において最終検査結果  
によリBSEが確定され，CanadianFood（nspectionAgency  
は包括的な調査を実施している。  

カナダAlbe他州の50月令の乳牛がBSEであることが確定  
された（カナダで7例日）。このウシは7月10日に予備検査  
に基づいて初めて報告された。このウシは焼却処分さ  
れ，ヒトまたは動物の食物連鎖に含まれていない。   

ProMED－  

mai120060726．2059  

ProMED－  

mai120060912．2581  

ProMED－ mai120060916．2835  
炭痕  

ProMED－ maiI20060617．1680  

ProMED－ mai120060706．1855  

ProMED－ mai120060714．1937  
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ProMED－ mai1200t∋0825．2413  CanadianF00d  
13日にBSEと診断されたAlbe他の50月令の乳牛に関する  
疫学的調査の緒論を出した。このウシの死骸はヒトまた  
は動物の食物（飼料）系に入っていない。禁止された物質  
によりウシの飼料1バッチが汚染された可能性のある事  
例が1軒の飼料販売店で記録されており．このバッチの飼  
料全てがBSE陽性のウシの農場へ送られた。この飼料が  
最も可能性の高い感染源である。  

2006年8月23日、カナダで、Albe止a州の肉用の雌牛が  
BSEであることがCanadianFoodlnspectionAgency  
（CFtA）により確定された。オーナーなどにより提供された  

予備情報lこよると，この動物の年令は8から10才であり．  

飼料に関する禁止令導入前または実施早期にBSE因子  
に暴露した可能性がある。  

ProMED－ mai12（旧60823．2384  

烏インフルエン  セローノ・  
ジャパン  

精製下垂体性性腺刺激ホルモン  
精製下垂体  

性性腺刺激  
ホルモン  

人尿   中国におけるトリインフルエンザの状況（upd8te12）：  

中盤衛生省は，H5Nlトリインフルエンザウイルスによる同  
園19例目のヒト感染症例を確認した。患者はGuangdong  
省Shenzhen市の31才の男性で，8月3日に発症した。感染  
源についての調査が実施されており．予備的報告では，  
症例は発症1抑こ．生きた家禽が売られている地域の市場  
を訪れたことが示された。この地域では家禽における  
H5Nl感染は公式に報告されていない。現在までに報告さ  
れた中国における検査確認された19例のうち．12例が死  
亡している。   

中国のGuangdong省における最も最近のトリインフルエン  
ザのヒト症例は回復の徴侯を示している。この症例との密  
接な樟触者98例において、疑われる症状（肺炎またはトリ  
インフルエンザ様症状）は確認されていない。  

中国のGuangdo咽省における．最近のトリインフルエンザ  
患者（Shenzhenの31才トラック運転手）が2006年8月2日に  
退院したと地元保健当局が発表した。この患者は中国で  
回復したトリインフルエンザ患者の中で、最も重症であっ  
た。  

2003年11月（中国がWHOにヒト恕染について報告した2年  
前）に中国本土でトリインフルエンザにより男性が死亡し  
たことを、8e掛ngの科学者らが2008年6月22日に発行予定  
の医学雑誌（NewEng霊andJoumalofMedicine）で述べ  
た。男性の死亡は当初SARSが原因であると考えられた。  
このことは、SARSによると考えられた他の症例も実際に  
はH5Nlトリインフルエンザによる死亡だった可能性を示  
唆する。   

蔦フジラ）［王う  ProMED－  

mai120060713．1934  

ProMED－ mai120080804．2158  

烏フジラフ仁王ジ  ProMED－ mai120060622．1729  

160／195ページ  



ProMED－  

m∂i120080629，1800  

中国衛生省は，2003年11月にH5Nlトリ  インフルエン  

死亡した男性症例l＝関する報告（NEnglJMed2006：  
354：2731－2732）について独自の調査を実施している。こ  
の報告は8名の中国の研究者によるもので、当局は同誌  
に発表されるまでこの症例を知らなかったと言っている。  

中国におけるトリインフルエンザの状況（update13）：2006  
年8月8日に中国衛生省は．2003年11月に遡りH5Nlトリイ  
ンフルエンザウイルスによるヒト感染症例をレトロスペク  
ティプに確認した。症例はBeいngを拠点とする軍人の24才  
男性で，2003年11月25日に発症し、重症呼吸器疾患で12  
月3日に死亡した。本症例の確認により、中国本土におけ  
る最初のH5Nlヒト感染事例が明らかとなり、現在のアウト  
ブレイクにおいて最初に確認された症例となる。  

中国衛生当局は連絡の間長引こより．H5Nlトリインフルエ  

ンザのヒトにおける初めての症例の報告に2．5年の遅延が  
あったことを2006年8月10日に発表した。BeUingの24才の  
軍人が2003年後期にトリインフルエンザに感染していた。  
中国はこの症例を中国の研究者らがNewEngIand  
JounnalofMedicineにおいてレターを発表した後に初めて  
確認した。   

中国におけるトリインフルエンザの状況（update14）：中国  

衛生省は，H5Nlトリインフルエンザウイルスによる同国で  
21例日のヒト感染症例を確認した。症例はX棚卸gUy帥「  
自治区の62才男性で，2006年6月19日に発症し．7月12日  
に死亡した。症例の検体に関する初期検査は陰性であっ  
た。7月およぴ8月に検査を繰り返し行ったところ，最終的  
に陽性結果であったことが．2006年8月14日に衛生省によ  
り確認された。症例の疫学的調査により死亡または病気  
のトリヘの暴露歴を明らかにすることはできなかった。  

インフルエン  ProMED－  
mai120060812．2261  

烏インフルエン ザ  

ProMED－ mai120060608．1593  香港で健康予防センター（CentreforHea肘1Protection）  
は2006年6月1日にデング熱の輸入症例（36才、男性）を  
確認した。患者はマレーシア在住である。2006年で12例  
日の輸入症例である。  

デング熱  ProMED－ mai120060604．1553  台湾の環境保護局はデング熱のアウトブレイクに対して  
予防措置をとるよう呼びかけた。蚊が発生する場所をなく  
すことが唯一の予防策であると言っている。   
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ProMED－ ma；ほ0060719．1989  
症例が発見された。続いて更に6例が発見され、合計7例  
となった。デング蚊指数は常に高く、検査された地域の約  
92％で警戒レベルである。  台湾Kaohsiungで2006年7月6日に初めての固有のテンク  

ProMEこ卜  

mai120060730．2110  

台湾の疾病管理センターは南部でデング熱の脅威が増  
加するおそれがあると2006年7月25日に発表した。今年  
のデング熱症例は59例であるが、そのうち17例が国内で  
感染しており、17例中15例がKaohsiungCityで報告されて  
いる。  

ProMED－ mai120060806．2196  Kaos山ngにおけるデング熱のアウトブレイクの悪化は継続  
していること．2006年7月8日にKaos山ngのQienzeng地区  
でデング熱症例が報告されて以降，デング熱の発生は悪  
化している。これまでに報告された症例は28伊lで、同地区  
で25例、Qiar扉n地区で3例である。  

デング熱  香港でMaOnShanの62才の男性がデング熱を確認され  
た。2006年7月1日から28日まで中国本土へ旅行し、2006  
年8月1日に発熱し、現在は回復している。本年の症例数  
は22例で、全て輸入症例である。  

ProMED－  

mai120060901．2486  

ProMED－ mai120060911．2577  2006年9月4日現在、中国Guangdong省で、先週、デング  
熱症例数が倍以上の2柑例となり、半数がまだ入院中で  
ある。中国の専門家らは最近の高温多湿の天候や、蚊に  
対する取り組みが不十分であることがアウトブレイクの原  
因であるとしている。台湾では第35週（2006年8月27日～  
9月2日）に．デング熱症例90例が報告され．31例は検査  
で確認された。9月2日現在．今年の報告症例数は721例  
で．そのうち202例が確認された。死亡例は報告されてい  
ない。  

2006年3月．台湾CDC（疾病管理センター）は，検査室で  
確認されたハンタ腎症候性出血熱（HFRS）の患者3人の  
集団発生の報告を受けた。3人の患者は同室者で，海軍  
に従軍して．2008年1月24日から軍艦に滞在していた。  
EUSA法にてノ＼ンタウイルスIgMおよぴIgG抗体とも陽性  
で，lFA法によって．Seoul亜型であることが判明した。軍  
艦と寮施設の13匹の誓歯類のうち．6匹が（ハンタウイル  
ス）検査陽性であった。新たな疑い例の発生があり，5月3  
日から軍人全員が軍艦から退去した。   

ProMED20060513－ 0010  
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戸roMED－ ma；120080621．1712  
2DO6年6月12日以降．卒匡Slほan入i省Mizh；苛＝こおいて生  

徒および教師60名が熱性疾患を発症している。大部分の  
生徒は高温および乾燥した空気が原因の呼吸器感染症  
を発症したと考えられ．より少数の生徒は流行性耳下腺  
炎および百熟咳を患っている。病原体の特定はまだされ  
ていない。  

中国で、2006年6月11日～22日に．Guangzhou大学の130  
名を超える学生および職員がインフルエンザ（インフルエ  

ンザ型疾患）に感染した。同様の症例は同市の他の学校  
においても発生している。主な症状は発熱で、重症にはな  
らない。  

中国南西のYunnan省のしuliang郡Xincun村で．住民39例  
が重度の疾病に苦しみ．2006年8月22日までに1例が死  
亡し，3例が入院した。最初の調査緒果により腸チフスが  
示唆された。  

中国Shanxト省Yuncheng市で日本脳炎のアウトブレイクl＝  
よる死亡の合計は19例に増加し．感染者は38例であると  
地域保健当局が2006年8月12日に述べた。Henan省では  
さらに14例が日本脳炎で死亡し．既に報告された26例の  
死亡に追加された。2006年7月以降．437例が感染したと  
Henan省保健当局は述べた。  

台湾の届出伝染病サーベイランスシステムに基づき．  
2006年8月27日～2006年9月2日に日本脳炎が台湾で7例  
報告された。2006年9月2日時点で，2006年に台湾全域で  
188例報告され．このうち20例が確認された。1例はベトナ  
ムからの輸入症例，19例は地域症例である。  

ProMED－  

mai120060624．1757  

ProMED－ mai120060828．2449  

ProMED－ mai120060827．2441  

日本脳炎  ProMED－  
mai12006090g．2565  

ProMED－ mai120061002，2822  Sh∂anXi省において1家族の3人が．病気のヤギを食べた  
後に腹症に感染し．病院にて隔離・治療を受けている。  

赤痢  Sichuan省Mianzhu市の中学校において生徒100人余りが  
細菌性赤痢となり．計143人が症状を呈している。2006年  
10月10日から症状がみられ始めた。Anhui省Taihu都の学  
校において細菌性赤痢が確認され（2006年10月13日に生  
徒数名において発見）．100名に症状がみられ．34例が入  
院中である。   

ProMED－  

mai120061020．3015  
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有効成分  日本   解凍人赤血  

球濃厚液  9  

初めて感染したことを、厚生労働省のエイズ研究班が確  
認したことが9月3日分かった。厚労省は、医療機関や保  
健所などが実施している検査で2型の感染を見逃さないよ  
う、検査の徹底を求める通知を出した。HlV2型の感染が  
確認さ九たのは、過去に西アフリカで輸血を受けた経験  
がある男性である。同省は「滞在していた地域では2型が  
流行しており、現地での輸血が感染原因とみられる」とし  
ている。   

米国疾病対策予防センターは、／くハマのグレートエケ  

ズーマ島におけるマラリア発生を確認し、旅行者に対して  
抗マラリア薬の使用を勧告した。2008年8月29日現在、患  
者数は合計18例で、うち4例が旅行者である。全員  
Pla＄mOdiumfalcipaⅢmに感染していた。  

キルギスタンの首都で79例のマラリア症例が登現され  
た。予防手段を講じているにもかかわらず、流行が拡大  
中である。住民に問題を理解させるのが難しく、衛生疫学  
監視センターの職員は時々しか殺虫剤を散布できない。  

2006年9月19日、CDCは米国在住のグレートエグズーマ  
島渡航者向けの抗マラリア薬服用勧告を解除した。2006  
年5月～8月の間に合計19例のマラリア症例が確認された  
が、3ケ月間新規症例の報告がなかったためである。  

2008年9月8日付けのKoreaTimesによると、交通事故後  
に輸血を受け、その後マラリアと診断された患者が、疑わ  
しい血液の流通を防ぐことができなかった韓国赤十字を  
批判している。韓国赤十字は状況を知りながら、何の行  
動も起こさず、その縮果、不適切な血液製品が流通し績  
けたとのことである。輸血によるマラリア怒染で既に1名の  

患者が死亡している。  

ロサンジェルスの心臓移植患者2名で、臓器移植による  
シヤーガス病伝播が見られた。1例は拒絶反応による合  
併症で死亡し、もう1例は心不全で死亡した。両例ともド  
ナーがTrypanosomaGruヱi感染者であったことが明らかと  
なった。米国における固形臓器移植によるT．cruzi伝播と  
しては4例日と5例目になる。   

WebPres＄2006年 月4日  

マラリア  CDC2008年6月30 日  

マラリア  ProMED－  
mai120060824．り58  

CDC／MMWR  
Weekly2006；  
55（37）：1013－101（；  

Report2008年9月  
AABBWeekly  15日  

トリパノソー  CDC／MMWR  
Weekly2006：  
55（29）：798－800  
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